
  

 

バス旅行にも行きました！ 
修了式 

親睦旅行 

ご卒業おめでとうございます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹事報告  幹事 岡部 勉 

オリエンテーション 

入学式 

米山記念奨学金支給  
2023-25 年度米山記念奨学生  
金 亮希さんへ 
米山記念奨学委員会 委員長  
内藤 公代より 

卓 話   2023-25 年度米山記念奨学生 金 亮希（キム リャンヒ）さん 

・川口モーニングロータリークラブの田村亮夫 
会員のお別れの会の案内がきております。 
日時等はメールでお送りしました。 
・本日も前例会に引き続き、大船渡山林火災 
義援金をお願い致します。3.10例会では 
57000円が集まりました。ありがとうございました。 
・3.11地区ラーニングセミナーお疲れ様でした。地区出向
者の皆様ありがとうございました。 
・3.21今次合同役員会お疲れ様でした。 
・3.25 インターアクト委員会 埼玉栄高校の生徒 2名が 30
日まで韓国へ短期留学します。 
・3.25～27 までエスキル君は広島京都大阪へ行ってきま
す。 
・次回例会は来週 3.31になります。例会終了後に役員会が
あります。 

私は韓国で生まれて小中高を韓国で通い、大学に入ってから日本留学生活を始めました。日本留学以外には特別なことがなさ

そうに見えますが、実は子供の頃から今まで約 30カ国を旅行してきました。 

世界一周が夢であるお父さんの影響で 1 歳頃から旅行を始めました。不思議なのは、１～２歳の時でも印象に残っている国は写

真のように記憶しています。フランスのパリからエジプトに行ったり、ペルーのマチュピチュにも行ってきまして、ちょうど２週間前には

卒業旅行でオーストリアとチェコに行ってきました。 

このような経験から私は旅行することが好きで、今でも趣味は旅行です。ですが、子供の頃から大変な旅行にもたくさん行ってたか

らか嫌いなことも旅行でした。 

でも、世界を回りながら見た話、さまざまな作品や建築は私に対して子供の頃から絵や建築についての興味を持たせて、それが

今の建築に関する興味とつながりました。 

建築についての興味は建築を勉強したいと思うようになり、日本に建築留学に来るようになりました。日本の建築学科は他の国と違

って工学とデザインを同時に学べることができ、その点に魅力感じました。 

そして、コロナもありましたが、６年間の大学生活を終えて、やっと長い大学を卒業できました。 

 

ここまでで私の短い人生を話しましたが、ここからは写真を見ながらこの２年間を振り返ってみたいと思います。 

米山奨学生はオリエンテーションと入学式から正式に奨学生となります。そして、歓迎会の時には人生で一番大きい花をもらいま

して今でも記憶に残っています。例会でも卓話をしたり、浴衣を着たり、募金活動をしたり今まではしたことない経験ができました。

京都旅行や「能」、盆栽は一人だとできなかった日本文化を体験できてとても宝みたいに記憶に残っています。 

このような奨学生生活から大きく３つのことが得られることができました。 

１つ目は奨学金のおかげで、忙しい修士生活の中でも生活が安定し、学業に集中することができたことです。 

２つ目は、様々な方と交流し、様々な価値観と出会い、世の中をより広く見れるようになったこと、そして３つ目は、いつでも相談で

きる方がそばにいて、その存在が内面から支えてくれていたということ。このことを奨学生生活が終わった今になって気づいてま

す。本当に心の奥から深く感謝を申し上げます。 

これから、社会人になりますがこの恩を忘れずに、ロータリーとの縁を繋いでるまま社会に還元できる人になりたいと思います。長い

時間、大変お世話になりました。 

これからもよろしくお願い致します。 

地区役員報告  地区青少年交換委員  
川鍋 洋子  

次年度の交換留学生の件ですが、来日学生は男子と
決定しました。皆様のご協力をお願いします。 


